
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年１月29日(雪) 

第２７４２回例会(第24回) 
NO.2276 

次         第 

                                                            司会；能登谷正人副幹事 

 

１．点  鐘                             吉田  進 会長 

２．ロータリーソング「それでこそロータリー」 

３．「四つのテスト」唱和 

４．来訪ロータリアン・ゲストのご紹介                 佐藤文信副会長 

５．お食事の時間 

６．会長の時間                             吉田  進 会長 

７．幹事報告                             三浦 征善 幹事 

８．ニコニコニュースの時間                       明石浩貴委員長 

９．国際奉仕委員会の時間                       佐賀晴樹委員長 

 

     

            ゲスト ； 国際教養大学 日本語プログラム代表 

                   教授 阿部 祐子 氏 

            テーマ ； 「留学生と地域社会との交流―国際教養大学の 

留学生が秋田経済界に期待するもの―」 

 

10．12月出席報告                           嵯峨直司委員長 

11．２月プログラム発表                       嵯峨直司委員長 

12．点 鐘                 吉田  進 会長 
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◎国際奉仕委員会の時間                       佐賀晴樹委員長 

 

留学生と地域社会との交流―国際教養大学の留学生が秋田経済界に期待するもの― 

                            阿部 祐子（国際教養大学） 

 

今回の講話では、まず大学と地域交流の背景として以下のような点を説明した。 

2005年の文科省中央教育審議会答申「わが国の高等教育の将来像」において、「地域社会貢

献」は、教育・研究と並ぶ大学の「第３の使命」であることが示された。この前後から教育

現場では、ボランティア学習関連の単位認定や学内のサポート体制の整備などが推進され

た。一方経済界を中心に、グローバル人材育成に向け、学生に社会人の価値観に接する機会

を提供しようとする動きが活発化している。このような背景をもとに、大学の地域参加型教

育は、近年注目されている。 

筆者は、国際教養大学において、日本語教育および実践的異文化コミュニケーションを目

指した活動を試みてきた。昨今は、学びの場を教室から地域社会へ拡大させたプログラムデ

ザインについて検討を重ねている。そこで目指すのは、学生と地域社会の互恵的な学びによ

り、社会全体が多文化共生社会へと近づくことである。表１は、これまでの実践から得られ

た両者の学びを簡単にまとめたものである。 

 

     表１ 地域交流による、留学生・地域住民の相互の学び 

留学生 地域社会の人々 

 地域社会（ソト）に対してAIU生（ウチ）と

しての親密感の深化 

 地域や地域住民に対する知識，理解，愛着

感の深化 

 公的な場で緊張感や責任感を伴う仕事―学

内とは異なる達成感・満足感 

 異文化理解、日本社会へ認識 

 実践的な日本語力、自信 

 被援助者→援助者への役割転換→自己効力

感 

 非日常的な楽しい体験による気持の高揚 

 コミュニケーション力 

 留学生や留学生出身国に対す

る知識、理解、親密度の深化 

 留学生へのエンパシ－ 

 日本人学生との連携⇒留学生

へのサポート 

 受け入れ側の課題の認識 

 多文化共生社会の気づきと役

割自覚の芽生え 

 コーディネーター的役割へ 

 

次に国際教養大学における筆者の最近の実践活動の事例（横手市における学生観光サポー

ター事業と八峰町異文化交流プログラム）を紹介した後、留学生の現状や要望について触れ

た。本学は、正規学生数869人に対し、留学生は、173人と約20%を占める（2017年4月現在）。

今年度の留学生のうち約30％がビジネス・経済関連を専攻していることからも、留学生の日

本ビジネスへの関心の高さが窺える。また、日本企業や日本関連会社への就職希望者も増加

しており、日本滞在中に、企業見学、インターンシップ、ビジネスマンとの交流などを通し

て日本のビジネスカルチャーやビジネスマナーを学びたいという要望が強い。しかし、現時

点ではこのような交流は少なく、筆者の今後の課題の一つとなっている。今回の講話をきっ

かけに、実践的な交流へと発展させることができれば、大変ありがたい。 
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◎幹事報告                             三浦 征善 幹事 

 

【例会変更】 

・秋田南ＲＣ  … 2 月 8 日（木） 夜例会 

  ・秋田港ＲＣ  … 2 月 9 日（金） 休会 

  ・  〃    … 2 月 16 日（金） 夜例会 

 

【レート変更】 

・2 月 1 日より $1＝¥110（現行；¥114） 

 

【新会員オープン】 

 氏  名 ； 芦名 洋亮 

勤 務 先 ； 株式会社 ナチュラルエナジージャパン 

役  職 ； 代表取締役  

職業分類 ； 廃棄物処理・資源化 

推 薦 者 ； 佐藤 文信 会員 

 ＊ご異議のある方は、７日以内に書面をもって幹事あてにご提出ください。 

 

【お知らせ】 

    ・米サンディエゴで開催中のロータリー国際協議会において、次期ＲＩ会 

長のバリー・ラシン氏より、2018-2019 年度テーマ「インスピレーショ 

ンになろう」が発表されました。 

・新年記念写真ができあがりました。代金¥1,000 を集金いたしますので、 

 よろしくお願いいたします。 

 

【到  着】 

    ・ザ ロータリアン   1 月号 

・ロータリー秋田     №702 

 

 

◎ニコニコニュースの時間                       明石浩貴委員長 

 

大門 一平 直前会長 

昨年の暮れに、当社のデザインチームが出品した、全国のメディアユニバーサルデザイ

ンコンペで経済産業大臣賞を受賞することができました。 

 

境田 未希 会員 

過日、秋田魁新報の内館牧子さんのコラムにて、オリジナル川連蒔絵のぐい吞を取り上

げていただきました。おかげさまです。ニコニコします。またまた過日、エークラスに、

当社社長を取り上げていただきました。これまたおかげさまです。ニコニコします。 
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能登谷正人 会員 

先日の最強寒波で、自宅の水道が全て凍結しました。ロータリー会員の加藤誠さんにお

願いし、復旧をしていただきました。ロータリーの友にニコニコいたします。 

 

高橋 弘行 会員 

4/1 付で、日本生命の社長が筒井から清水に交替となります。私も知っている役員が社

長になってホッとしています。今後とも宜しくお願いします。 

 

明石  浩貴 委員長 

新年になり、早１カ月がたとうとしております。残り 11 カ月悔いのないよう生活して

いくことを誓いましてニコニコいたします。 

 

 

◎12 月出席報告                           嵯峨直司委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎２月プログラム                          嵯峨直司委員長 

 

５日  出席・プログラム委員会の時間 

ゲスト ； 寺田心理教育研究所 所長 寺田  誠 氏 

 

１２日  休会 … 祝日 

 

１９日  新会員スピーチ 

     スピーカー ； イオンタウン株式会社 秋田事務所 

              東北開発部マネージャー  井上  仁 会員 

 

２９日  特別休会 

　　12月例会日

 　　　　　　　　修正前（2週前）例会日
会員数 当日出席 当日欠席 メーク済

修正後
出席率

　　   4日 76 34 41 1

　　　　　　　　　　　　　11月 20日 76 28 40 8 100%

　　  11日 76 38 37 1

　　　　　　　　　　　　　11月 27日 76 12 51 13 100%

　　  18日 76 21 52 3

　　　　　　　　　　　　　12月  4日 76 34 41 1 100%

　　  25日 76 33 38 5

　　　　　　　　　　　　  12月 11日 76 38 37 1 100%


